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ヘンデルとスモレット
―『アルセスト』をめぐって―
高　際　澄　雄
序　スモレットと演劇
スモレットは、現代においてはその小説で名を
残しているが、8 世紀イギリスの文人の常とし
て、歴史、旅行記、定期刊行紙など多方面の著作
とともに、文学においてもいくつかのジャンルに
手を染めた。詩、劇、文芸批評、風刺などである。
本論で扱う演劇の領域では、9 年にスコット
ランド王ジェームズ一世（9-）の暗殺を
扱った Regicide『国王殺害』を出版した。その序
によれば、スモレット 8 才の 9 年に完成し、
すぐさま上演に向けて努力を始めた。しかし、そ
の望みのかなわぬうちに 0 年のカルタヘナ遠
征の艦隊で戦艦チチェスターの船医副助手として
西インド諸島に出かけた。しかし、イギリスに戻っ
た 2 年から再びその努力を再開し、改訂を行っ
た結果、一時は劇場関係者から上演の約束などを
得たものの、ついに上演されなかった。そこでス
モレットは作品の質を識者に判断してもらうため
に出版した、という１。
『国王殺害』は、 幕の悲劇であり、弱強五歩
格の無韻詩で書かれている。幕は場に分かれ、第
 幕は 8 場、第 2幕は  場、第 幕は 8場、第 
幕は 0 場、第５幕は 0 場である。登場人物は、
国王、女王の他に 8人、及びお付きの者と護衛兵
である。
したがって、一応シェークスピアの伝統は踏ま
えているとは言え、シェークスピアより幕を細か
く区切り、登場人物を主要人物に限って、口語表
現を排した古典主義的原則で書かれた演劇であっ
た、と言える。スモレットとすれば、古典主義的
原則を守ったから優れた演劇だったと言いたかっ
たのかもしれない。だが、原則を守れば優れた作
品が書けるわけでないことは、ここでわざわざ言
うまでもない。スモレットは言語表現に心を砕い
たのだが、劇的要素は十分ではなかった。劇的要
素の弱い作品を上演すれば、興行的失敗は目に見
えている。そしてヘンデルが苦労したことから分
かる通り、演劇上演には財政上のリスクが伴う。
俳優たちの出演料、衣装代、舞台装置代などは、
劇場支配人たちの大きな負担であった。この点に
関して、スモレットの友人だったアレグザンダ ・ー
カーライルは、「（その作品が上演されなかったが）
そのことについて劇場支配人を非難することはで
きない」と述べているが２、冷静な判断だと言う
べきであろう。
本論は、このスモレットが制作したもう一つの
演劇作品 Arceste『アルセスト』について論ずる。
この作品も前作と同じく、最終的に上演が見送ら
れることになるのだが、ヘンデルの劇音楽を付す
こととなり、ヘンデルはその音楽を第 幕まで作
曲している。一体どのような作品だったのであろ
うか。
Ⅰ.『アルセスト』成立の経緯
第 作の上演が失敗に終わり、落胆していたス
モレットは、9年頃に演劇作品として第2作『ア
ルセスト』を完成し、友人たちにその上演の可能
性を示唆されて、落ち着きを取り戻す。
公演の時期は 0 年の冬であり、そのために
準備が着々と進んでいた。コベントガーデン劇場
の支配人ジョン・リッチ John Rich (92-) は、
当時『国王殺害』の上演問題で、スモレットから
批判を受けていた。『ロデリック・ランドム』では、
ヴァンダルの名で批判されている３。『国王殺害』
の出版にあたっても、当時の演劇事情をよく知る
読者には、序論でリッチが批判されていることは、
明確であったことであろう。そのため、スモレッ
トの伝記を書いたナップは、このような対立関係
にあったスモレットの作品の上演を受け入れたの
も、その批判をかわすためであったろうと推測し
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ている４。
スモレットを喜ばせたのは、その上演のために
音楽をヘンデルが、舞台デザインをセルバンドー
ニが担当するように契約されたことだった。セル
バンドーニはオーストリア継承戦争の終結を祝っ
てロンドンのグリーンパークでヘンデルの『王宮
の花火の音楽』の大々的野外演奏会が開催された
時、記念装飾塔を作ったことで知られていた５。
この演奏会は評判を呼び、前日のリハーサルは有
料で一般公開され、多くの人々が押し寄せたため
に、ロンドンの交通が麻痺したとまで言われて、
興業として大成功であった。もっとも当日の記念
祝典では、花火が記念装飾塔に燃え移り、失敗し
たと伝えられている６。
したがって、当時音楽家として最高峰の音楽家
ヘンデルと舞台芸術家として名声の高いセルバン
ドーニの応援を得たことが、スモレットの期待を
どれほど高めたかは、想像に難くない。
題材のアルセストは、ギリシア神話として当時
の人々にはなじみのものであった。アルセストは、
ラテン表記 Alceste アルチェステの英語読みであ
る。ギリシア語では Alcestis アルケーティスであ
る。彼女はテッサリアの国王 Admetus アドメー
トスと結婚するが、アドメートスがある日、余命
いくばくもないが、もし彼に代わって死ぬ人が現
れれば命を永らえることができるとの予言を受け
る。この予言をきいたアルケーティスは妻として
身代わりを名のりでて黄泉の国に下る。この話を
聞いた英雄ヘーラクレースは、自ら黄泉に下り、
冥界の王ハーデースにアルケーティスの徳の高さ
を説いて、彼女を連れ戻す許可を得、アドメート
スの元に連れ帰る、というものである。
アルセストの題材自体は、当時人口に膾炙して
おり、ヘンデル自身 2 年、第１次王立音楽ア
カデミー時代に『アドメート』Adometo を作曲上
演しており、 年にもヘイマーケットの国王
劇場でランピュニャーニの作曲によるイタリア歌
劇『アルチェステ』が上演された７。歴史上もっ
とも有名なアルチェステものは、9 年のグルッ
クによる作品であろう。
コベントガーデン劇場の支配人であるリッチと
すれば、古典主義的な手法で書かれた『国王殺害』
を上演することはあり得ないことであったろう。
リッチは奇抜な手法で知られており、8 世紀イ
ギリス文学史上もっとも有名なエピソードの一つ
は、彼がジョン・ゲイの『乞食オペラ』を大成功
に導き、その後のバラッドオペラの隆盛を導いた
ことである８。
しかもリッチの劇場支配人として端倪すべから
ざるところは、ヘンデルのイタリア歌劇と鋭く対
立していながら、それまで活動していたリンカン
ズインフィールズ劇場を売却し、コベントガーデ
ン劇場を新設移動すると、ヘイマーケットの国王
劇場との契約を打ち切られたヘンデルと契約を結
び、『アリオダンテ』(年 )や『アルチーナ』(
年 ) の傑作を制作上演する条件を与えたことであ
る。『アリオダンテ』にしても、『アルチーナ』に
しても、パリの舞踏家サレ率いる舞踏家の一団が
歌劇の舞台を華やかにしたと伝えられている。新
しい劇場や舞台装置がヘンデルに新しい創作意欲
を与えたことは間違いがない。
リッチにとって、『国王殺害』のように言葉だ
けで王権継承の正当性を問うような演劇ではな
く、予言の出現、アルセストの冥界下り、ハーキュ
リーズ（ヘーラクレース）の救済、ハーキュリー
ズとプルートーンとの会話のように、新奇な工夫
のこらせそうな逸話をもつ『アルセスト』は、興
行的成功の期待を抱かせたことであろう。
だが、現実には公演は行われなかったのである。
ヘンデル自身の記録によれば、『アルセスト』の
音楽を 9 年 2 月 2 日から 0 年  月 8 日に
作曲している。したがって、中止が決定したのは、
それ以降ということになる。
なぜ中止になったのか、台本がどうなったのか
は、明らかではない。現在のところ、ヘンデルの
残した自筆譜にしか『アルセスト』は残っておら
ず、台詞部分の大半は失われたものと考えられて
いる。だが、音楽に関する限り、十分なものが残っ
ており、幸いなことに、優れた演奏家、ロバート・
キングが CD に演奏の記録を残している９。では、
その歌詞と音楽はどのようなものだったのだろう
か。
Ⅱ. 第１幕の歌詞と音楽
『アルセスト』は、ヘンデルの音楽から推察す
る限り、 幕構成の劇であった。ヘンデルの作曲
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した音楽は、第  幕と第  幕の劇音楽であって、
第 2 幕と第 幕に音楽は付されていない。古典主
義的文学理念を持っていたスモレットにふさわし
く、開始幕と最終幕に音楽を置き、中間の 2幕は
台詞劇にしようとしたのであれば、いかにも均衡
が取れる。音楽を付すと決められた段階で、その
ような配置をしたことは十分に考えられる。
第 曲は序曲であり、2 楽章構成となっている。
第  楽章は、フランス序曲風に荘重な開始部が繰
り返される。やがて、速度の早い部分に進むが、
普通対位法で書かれるこの部分は対位法が明らか
でなく、その推進性だけを受け継いでいる。やが
て開始部が和声を変えて出てくるが、再び速度の
早い部分が繰り返される。そしてまた開始部が変
形されて、第  楽章を終わる。するとすぐに中葉
の速度の明るい部分に進んで、コンチェルティー
ノとなって静かに結ぶ。
第 2曲は、グランアントレと題され、輝かしい
入場曲である。金管と弦楽器の華やかな音楽であ
るが、AAA’A’ の単純な形式をもち、A 部は 
小節、A’ は 8 小節よりなる  拍子の曲である。
これは、アドメートスとアルセストの結婚式への
入場を表す結婚行進曲である。短いが、作曲家の
技量を十分に表す、印象的な楽曲となっている。
第  曲は、レシタティーヴと記されているが、
音楽は弦楽の伴奏を伴う、いわゆるレチタティー
ヴォ・アコンパニャートである。レシタティーヴ
は第  曲にもあるが、この場合はアポロが話す
と記されている。しかし、第 曲は登場人物が記
されていない。内容からすると、コロス的な役割
をもつものと思われる。詩は、『国王殺害』と同
じく、弱強五歩格の無韻詩であり、他の台詞部と
同じと思われる。詩は次のようである。
Ye happy people, with loud accents speak
Your grateful joy in Hymenean verse,
Admetus and Alceste claim the song.
あなたがた幸せな人たちよ、力強い声で伝えな
さい
感謝に満ちた喜びを、結婚を言祝ぐ詩に乗せて。
アドメートスとアルセストはその詩を自らのも
のと認めなさい。
このように、国民と国王と女王に呼びかけた上で、
第 曲が始まるが、その歌詞は次ぎのようである。
Triumph, Hymen, in the pair,
　Thus united, thus delighted,
Brave the one, the other fair.
勝ち誇りなさい、結婚の神よ、
この二人はこのように結ばれ、このように喜
びにあふれているのだから。
一人は勇敢で、もう一人は美しい。
強弱四歩格を基本とし、脚韻をもつこの歌詞は短
いが、テナーとソプラノ及び合唱で作曲された音
楽は優れた作曲技法が使われている。まず、最初
の 行が、テナーによって歌われ、続いて同じ第
 行がソプラノによって繰り返される。次の第 2
行と第 行は、テナーとソプラノの二重唱となり、
さらに第  行の前半がテナーで、後半がソプラノ
で歌われ、それを繰り返す。続いて合唱が第 行
を 2回歌い、第 2行と第 行を歌う。第  行は前
半を  回男声が歌い、後半を 2 回女声が歌い、第
 行を全員で歌う。続いて、第  行をソプラノが
歌い、続いて第 行をテナーが歌う。すなわち最
初とはソプラノとテナーの順番が逆転する。第 2
行と第 行は二重唱である。これに続いて合唱が
詩全体を複雑に展開する。その基本は、男声と女
声の交代である。短い詩であるにもかかわらず、
第 2行と第 行に含まれる対句表現が最大限に利
用されて、結婚を祝福するコロスの高揚的気分が
十分に伝わる巧みな楽曲として作られている。
第  曲は、 行の詩である。
Still caressing, and caress’d,
Ever blessing, ever blest,
　Live the royal happy pair,
This is, Valour, thy reward,
This, O Beauty, thy reward,
　Kind Heaven pays the virtuous fair.
常に抱き、抱かれ
変わらず祝福し、祝福され、
　王室の幸せな夫妻は暮らされる。
勇者よ、これがそなたの褒美、
ああ美女よ、これがそなたの褒美。
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　やさしい神は徳あるものを公正に報われる。
この強弱四歩格の歌詞は、ソプラノと合唱によっ
て歌われる。まず、最初の 2 行がソプラノによっ
て繰り返し歌われ、第  行が 2 回歌われる。続
いて合唱が第  行と第 2行を歌うが、すぐにソプ
ラノが第  行を歌い、合唱と歌い交わす。第  行
から第  行までは一度ソプラノによって歌われる
が、すぐに合唱との交唱となる。そして、第  行
に進むと再び、第 行に戻り、ソプラノと合唱は
交互に歌いつつ、歌を終わる。メロディーは一貫
して同じながら、繰り返しと交唱が雰囲気を盛り
上げていく過程は、第 曲と同様に巧みである。
第 曲も強弱四歩格を基本としている。
Ye swift minutes as ye fly.
Crown them with harmonious joy!
　Let soft quiet, peace and love
　Still each happier hour improve.
　While as day each day succeeds,
　Lovely and heroic deeds 
　In fair virtue’s path alone
　Add a luster to the throne.
そなた素早き時よ、飛び行きながら
あのお二人に調和に満ちた喜びの冠で飾ってあ
げなさい。
柔和な静けさと、平和と愛が
一時間ごとに変わらずに増していきますよう
に。
日に日を継いで
愛と勇気に満ちた業績が
麗しき徳の道のみに沿って
玉座の輝きを増しますように。
テナーの独唱で歌われるこの曲は、音楽として極
めて魅力的である。暗い弦楽器による開始部が、
テナーに受け継がれ、基本的に、繰り返しと弦楽
器との応答によって成り立っている。ただし、fly 
の語は、長いメリスマ唱法によっており、きわめ
て特徴的である。暗い情熱を秘めた楽曲であり、
ヘンデルの謎めいた魅力がよく表れた曲であると
言えよう。
第 曲では、第 曲を除いて、初めて弱強格が
現れる。弱強三歩格と二歩格からなる歌詞は次の
通りである。
O bless, ye powers above,
　The bridegroom and the bride,
　Whose willing hands 
Hath Hymen tied
　In love’s  eternal bands.
　Ye little gods of Love,
　With roses strew the ground,
　And all around
　In sportive play
　Proclaim the happy day.
ああ、天上の天使たちよ、
　花婿と花嫁を祝福してください。
　二人の求め合う手は
　結婚の神が愛の永久の紐帯で
　結びつけたもの。
あなたたち、小さな愛の神たちよ。
　薔薇を大地に撒き
　四方を戯れながら
　飛びまわり
　幸福な日を宣べ伝えなさい。
音楽は単純に見えていて、細かな配慮がなされて
いる。リズムが弱強格にふさわしく、アウフタク
トで進むが、楽曲構成が AAA’A’A’A’ で一見単
純そうに見える。A の部分は 2 小節、A’ の部分
は 8 小節である。A の部分は、和声法で歌詞の
前半部が全員で歌われるが、最初の A’ の部分で
は合唱が 2 つに分けられて、一方は歌詞の前半を
もう一方は歌詞の後半を歌い、2 回目の A’ で全
員で歌詞の後半が歌われる。 回目の A’ の部分
でも歌詞は前半と後半が一緒に歌われて、 回目
の A’ で歌詞の後半が一緒に歌われる。こうして、
前半部が一緒に 2回、分かれて 2回、後半部も一
緒に 2 回、分かれて 2回歌われるので、形式的に
は極めて整っている。いわば、天使への訴えと、
キューピッドへの訴えを同じに行った、というこ
とになるのであろう。歌詞のもつ対照性を巧みに
利用した作曲が行われたのである。
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第 8 曲は、なぜか叙事詩の女神カリオペーの歌
であり、アドメートスは寝ていると記されている。
歌詞は次の通りである。
Gentle Morpheus, son of night, 
Hither speed thy airy flight!
And his weary senses steep
In the balmy dew of sleep.
　That when bright Aurora’s beams
　Glad the world with golden streams,
　He, like Phoebus, blithe and gay,
　May retaste the healthful day.　
夜の息子、やさしい眠りの神よ、
急いでここまで軽やかに飛んできておくれ。
そしてあの方の倦み疲れた感覚を
芳しい眠りの露に浸しておくれ。
　そうすれば輝かしい曙が光を送り
　世界を黄金の流れで喜ばせるとき
　あの方は、太陽の神のように陽気で快活に
　健やかな昼を再び味わえるでしょう。
なぜここでカリオペーが歌うのかは知ることがで
きないが、歌詞はヘンデルの歌劇に度々現れる眠
りの場面にふさわしい。この時代、歌劇には眠
りの場面が頻繁に使われた。ロバート・キングは
ヘンデルのそうした類型的歌曲の中でもこの曲は
もっとも優れた作品のひとつであると言っている
0。歌詞の前半部は次のように展開される。下線
部はメリスマ唱法で歌われる部分である。
Gentle Morpheus, son of night, 
Hither speed thy airy flight, thy airy flight!
And his weary senses steep
In the balmy dew of sleep,
In the balmy dew, in the balmy dew of sleep.
Gentle Morpheus, son of night, 
Hither speed thy airy flight
And his weary senses steep
In the balmy dew of sleep, 
And his weary senses steep
In the balmy dew, in the balmy dew of sleep.
静かな弦楽の伴奏によってゆっくりと歌われるこ
の部分は美しいが、歌詞の展開も微妙である。繰
り返しも同一ではなく、メリスマ唱法の行われる
ところも微妙に異なっている。それが聴衆の予想
のずれを生み、静かながら飽きさせない理由であ
ろう。
後半は、速度を早め、曙と昼に触れている部分
にふさわしい。やがて、歌曲は前半に戻り、同じ
ように繰り返して結ばれる。これは、この作品で
初めて使われるダカーポアリアである。
以上が、第 幕でヘンデルが音楽を付した箇所
である。ほとんどが結婚の祝典に関係しており、
最後の歌曲のみが、おそらく幕切れに近い場面の
音楽である。華やかに開始し、静かに幕を閉じる
見事な作曲である。
Ⅲ. 第４幕の歌詞と音楽
第 幕の音楽は、冥界のステュクス川の渡し守
カローンの歌で始まる。弱強三歩格の歌詞は次の
通りである。
Ye fleeting shades, I come
To fix your final doom!
Step in both bad and good,
And tilt it o’er the flood;
To Pluto’s dreary shore
I’ll waft you safely o’er
With this my ebon pole
Though high the waters roll.
　The monarch and the slave 
　Alike admission have,
　Nor can I brook delay;
　Haste, haste, ye shades, away!
おまえたち去りゆく影たちよ、おまえたちの
運命を定めるために私は来た。
良きも悪しきも乗り込んで
川に向かって進み出そう。
プルートーンの荒涼たる岸に
この黒い竿でおまえたちを
無事に漕ぎ渡そう。
波は高く逆巻いてはいるが。
　王も奴隷も
　区別無く入る許しを得る。
　遅らせることはできない。
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　急げ、急げ、影たちよ、行くのだ。
弱強格の特質が最大限に生かされ、 拍子の暗く
推進力のある旋律で、バスにより歌詞が歌われる。
最初の 8 行は繰り返し歌われて、後半の４行に進
む。ここは繰り返しが多いが、旋律の基本性格は
変わっていない。さらにもう一度、開始 8 行が 2
回歌われる。行の繰り返しは最小限に留められ、
メリスマ唱法が使われるのは第  行目の pole、第
8 行の roll、第 2 行目の shades, away の  語のみ
である。伴奏の弦楽器の暗く突き進むような旋律
も印象的である。ここには歌劇で暗い情熱をもつ
登場人物を描いてきたヘンデルの経験が生かされ
ており、この作品的において、もっとも歌劇的な、
特徴的歌曲となっている。
第 0 曲は、冥界の宮殿で、恐らくコロスがそ
の安定した生存を讃える、特徴的な詩である。
Thrice happy who in life excel,
Hence doom’d in Pluto’s courts to dwell,
Where ye immortal mortals reign,
Now free from sorrow, free from pain.
人生に卓越し、冥界の王の宮廷に住むよう
定められた者たちは三重に幸福だ。
ここではおまえたち不死の人たちが悲しみを免
れ、
苦しみを免れて、君臨しているのだ。
この曲は、次のように合唱によって展開される。
** は対位法的な処理が行われている部分である
ことを示している。
**Thrice happy who in life] excel,
**Hence doom’d in Pluto’s courts] to dwell,
**Thrice happy who in life] excel,
**Hence doom’d in Pluto’s courts] to dwell,
**Where ye immortal mortals] reign,
Now free from sorrow, free from pain,
Now free from sorrow, free from pain,
**Now free from sorrow, free from pain,
**Now free from sorrow] free from pain.
Now free from sorrow, free from pain,
Now free from sorrow, free from pain,
**Now free from sorrow, free from pain,
**Now free from sorrow] free from pain.
オーボエのもの悲しい旋律で開始される音楽は、
この歌詞の諦念にあふれた思いをよく表現しおて
おり、ロバート・キングの言うように、「悲しみ
を免れている」と言っておきながら、悲しみが溢
れているこの音楽は、言葉の深い意味をよく捉え
た作曲が行われていることを表しているというべ
きであろう。
第  曲は、テナーがアルセストに向かって歌
うように書かれている。登場人物名は明らかにさ
れていないので、コロスの一人という設定なので
あろうか。
Enjoy the sweet Elysian grove,
Seat of pleasure, seat of love;
Pleasure that never cloy,
Love the source of endless joy.
　Thus, thou unpolluted shade,
　Be thy royal virtues paid.
甘美な楽園の木陰を楽しんで下さい。
そこは喜びのあるところ、愛のいますところ。
その喜びは飽くことがない。
その愛は尽きせぬ歓喜の源。
このようにしてあなたは王家にふさわしい徳
の
報いを汚れ無き木陰で得られるのだ。
全曲とは違って明るい曲調でカウンターテナーに
よって歌われるこの曲は、前半  行の一回目は、
endlesss joy が繰り返され、joy がメリスマ唱法に
よって歌われる以外は、ほぼ歌詞通りに歌われる。
しかし 2回目は次のように展開される。
Enjoy the sweet Elysian grove,
Seat of pleasure, seat of love;
Love the source of endless joy, 
Of endless joy, of endless joy,
Pleasure that can never cloy, 
Pleasure that can never cloy
Love the source of endless joy,
Pleasure that can never cloy,
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Love the source of endless joy,
Love the source of endless joy.
すなわち第 行と第  行が途中まで入れ替えられ
て歌われるが、最後で元の一に戻されるのである。
最後の 2 行の展開は次の通りである。
Thus, thou unpolluted shade,
Be thy royal virtues paid.
Thus, thou unpolluted shade,
Be thy royal virtues paid,
Be thy royal virtues
Be thy royal virtues paid.
この部分の歌唱が終わると、最初の 行が最初歌
われた通りに繰り返される。これは典型的なダ
カーポアリアである。弦楽による伴奏も明るく美
しい。楽園の楽しさを歌ったこの歌詞は、ヘンデ
ルによってのびやかな牧歌として作曲されたので
ある。
第 2 曲は、第 0 曲の繰り返しである。明るい
曲のあとの悲しげな曲。あくまでも冥界での牧歌
であることを観客に思い出させて巧みである。
第  曲は、第  幕と同じくカリオペーが寝て
いるアドメートスに歌う場面である。歌詞は次の
通りである。
Come Fancy, empress of the brain,
And bring the choicest of thy train,
To soothe the widow’d monarch’s pain! 
　Close by his side
　In mimic pride
　Let fair Alceste still display
　Her charms, on the bridal day.
いらっしゃい、幻想の女神、頭脳の女帝よ。
あなたの最高のお供の者をここに連れてきて
妻を失った王様の苦しみを和らげさせなさい。
　あの方のお側で
　威厳をまねて
　麗しのアルセルトに今も変わらず
　結婚の日の彼女の魅力を見せて上げなさい。
快活に冗談めかした弦楽の伴奏に乗って、この
歌詞はソプラノにより次ぎのように展開される。
まず、最初の 行は次の通りである。
Come Fancy, come Fancy,
Come Fancy, empress of the brain,
And bring the choicest of thy train,
And bring the choicest of thy train,
To soothe the widow’d monarch’s pain,
To soothe the widow’d monarch’s pain.
To soothe the widow’d monarch’s pain.
Come Fancy, come Fancy, empress of the brain,
And bring the choicest of thy train,
To soothe the widow’d monarch’s pain,
To soothe the widow’d monarch’s pain,
To soothe he monarch’s pain.
Come Fancy, come Fancy, empress of the brain.
Bring thy choicest of thy train,
And bring thy choicest of thy train,
To soothe the widow’d monarch’s pain,
And bring thy choicest of thy train,
To soothe the widow’d monarch’s pain.
この大きな展開に比べて、次の  行は簡単である。
Close by his side
In mimic pride
Let fair Alceste still display
Her charms, as on the bridal day,
As on the bridal day.
Let fair Alceste still display
Her charms, as on the bridal day,
As on the bridal day.
ここから最初の  行に戻り、最初と同じように展
開される。これもダカーポアリアとなっている。
歌詞の弱強格にあわせて跳躍するような旋律が印
象的で、雰囲気が幸福な結末に変わっていくこと
を暗示している。
第  曲はシンフォニーと記された器楽曲であ
る。オーボエと弦楽が主体となっているが、明る
く同時に荘重でもある。これはト書きから、アル
セストを救いに行った、ハーキュリーズ（ヘーラ
クレーズ）の帰還を表していることが分かる。
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第  曲は、アドメートスのお供の者の言葉で、
レシタティーヴで歌われる。このレシタティーヴ
は弦楽の伴奏を伴う、レチタティーヴォ・アコン
パニャートである。
He comes, he rises from below,
With glorious conquest on his brow.
あの方がやって来る、地中より上ってこられる。
その眉には栄光の勝利の印をつけて。
第  曲は、コロスのものと思われる合唱曲で
あるが、歌詞は次の通りである。
All hail, thou mighty son of Jove
How great thy pow’r ! How great thy love!
　Fiends, Furies, Gods, all yield to thee,
　And Death hath set his captive free,
万才、そなたゼウスの力強き息子よ。
そなたの力は何と偉大か。そなたの愛はなんと
大きいのか。
悪鬼も、復讐の女神も、神々もすべてあなたに
屈服する。
死の神さえ彼の捕虜を解放した。
オーボエが加わった弦楽で急速に突進するように
演奏されるこの曲は、合唱も和声的に書かれてお
り、ひたすら突き進むように歌われる。歌詞の展
開は次のようであるが、ただ繰り返しで展開され
ていることが分かる。最初の 2行はつぎのように
歌われる。
All hail, all hail, thou mighty son of Jove
Thou mighty son of Jove
How great thy pow’r ! How great thy love!
How great thy pow’r ! How great thy love!
How great thy pow’r ! How great thy love!
All hail, all hail, thou mighty son of Jove
Thou mighty son of Jove
How great thy pow’r ! How great thy love!
How great thy pow’r ! How great thy love!
How great thy love!
続く 2行はやや旋律を変えて、次のようである。
Fiends, Furies, Gods, Gods,
Fiends, Furies, Gods, Gods,
All, all, yield to thee,
Fiends, Furies yield to thee,
Gods, Gods yield to thee
And Death hath set his captive free,
And Death hath set his captive free.
これが終わると、最初の 2 行の部分に戻るが、最
初に歌われるより縮小されている。このような表
現はハーキュリーズの手柄を讃えるにふさわしい
力強さをもっている。
第  曲は、シンフォニーと記され、器楽曲で
あるが、次第に音量を増大させて、輝かしい全奏
に至る様は、まさに日の出を表している。太陽の
神の出現が日の出になぞらえてある。すでにこの
表現は、パーセルが『妖精の女王』で使っている
が、それでもここでの表現は鮮やかである。
第 8 曲は、そのアポロが語るレシタティーヴ
である。ここでは、通奏低音だけで、伴奏される
レチタティーヴォ・セッコである。歌詞は、弱強
五歩格の無韻詩である。
From high Olympus’ top, the seat of God,
Descend Apollo and his tuneful choir
With their sportive train, to celebrate
Thy great and gen’rous triumph, son of Jove,
And hail Admetus with his happy bride.
Sing ye, ye shepherds, sing, and tread the ground
In mazy dances, and let shouts of joy
Return in echo from the vaulted sky.
オリンポスの高き峰、神の座より
アポロと調べに満ちた合唱隊は
陽気なお供とともに、ゼウスの息子よ、
そなたの偉大で高邁な勝利を祝い、
幸せな花嫁と一緒になれたアドメートスを祝福
するために
降りてきた。羊飼いたちよ、歌いなさい。
歌って、入り組んだ踊りで地面を踏みならし 
なさい。
そして喜びの声を挙げて天からこだまで戻しな
さい。
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続く第 9 曲は、アポロの歌である。 行は強
弱強二歩格という珍しい韻律をもっている。
Tune your harps, all ye Nine,
　To the loud-sounding lays,
While glad nations join
　In the victor’s praise!
Sing his praise, sing his pow’r
That in this joyful hour
　Bless’d our monarch’s arms
　With the fair in all her charms.
9 人の芸術の女神よ、大きく響きわたる歌に合
わせて
竪琴を奏でなさい。
喜びあふれる民たちは勝利者の称賛に和して歌
う。
彼の褒め歌を歌いなさい、彼の力を歌いなさい。
この喜ばしき時に
私たちの王の腕の中に
魅力溢れる美しき人を祝福として与えられるよ
うに。
これがアポロの簡潔極まりない歌曲として歌われ
る。伴奏はハープシコードとチェロの通奏低音で、
最初の  行が 2 回繰り返され、後の 行が 回繰
り返されるだけである。その簡潔な歌が、とぎれ
ずに弦楽に移され、リトルネロとして演奏され、
それを第  の舞踏と名付けている。ゆっくりとし
た祝福の踊りが目の前に彷彿とする音楽である。
第 20 曲は、 拍子の舞踏曲から始まる。これ
は最後の舞踏と名付けられている。曲は途切れず、
次の合唱に進む。歌詞は次の通りである。
Triumph, thou glorious son of Jove,
Triumph, happy pair, in love!
　Valour’s prize, virtue’s claim,
　Endless love, eternal fame
そなたゼウスの輝かしき息子よ、勝ち誇りなさ
い。
幸せな夫妻よ、愛を得たことを勝ち誇りなさい。
　勇気の褒美、徳の報い
　永遠の愛、永久の名声。
四部合唱で和声的に歌われるこの曲は単純である
が、繰り返しに工夫がある。最初の 2行は  回繰
り返されるが、あとの 2 行は第  行が 2 回、第 
行が 2回くりかえされて、次は第 行、第  行と
もに 回ずつ歌われる。これがもう一回繰り返さ
れて、静かに曲を結ぶのである。簡潔であるがゆ
えに、印象的な終結となっている。
こうして、第 幕は、ステュクスのカローンか
ら始まり、冥界、ハーキュリーズの帰還、アポロ
の出現、そして合唱と変化に富んでいる。暗さか
ら明るさへとはっきりとした構造をもつ、すぐれ
た音楽となっている。
結び　スモレットの『アルセスト』
ヘンデルの残した音楽とそこに残るスモレット
の歌詞から判断するに、スモレットの『アルセス
ト』は優れた演劇台本だったと思われる。『国王
殺害』がもっぱら台詞主体の劇であったのに比較
して、歌曲を入れたことで、言葉にも変化が生ま
れ、スモレットは作曲家の能力を十分に発揮すべ
く歌詞を書いたことが分かる。ヘンデルが短時日
に作曲に専念したその理由も、演劇として成功す
る可能性を感じたからであったろう。
しかし実際には、何らかの理由で公演は中止と
なり、台本は失われてしまった。推測するに、音
楽のない 2幕と 幕で、リッチが変化をスモレッ
トに要求し、台本に自信をもっていたスモレット
が過剰反応をして、リッチと仲違いしたのではあ
るまいか。
ヘンデルの音楽からすると、それまでの重厚な
音楽から、ボイスやリンリーの軽やかな音楽に
移っていることが読みとれる。したがって、『ア
ルセスト』の音楽を『ヘーラクレースの選択』に
転用したのは、ヘンデルにとっても、聴衆にとっ
ても幸いなことであったが、歌詞はほとんど変
わっている。原初の意図を考えるならば、不完全
であっても、ヘンデルの作品からスモレットの『ア
ルセスト』を想像することは、意味のあることな
のである。
（本論は、200 年  月の日本ヘンデル協会会
員研究発表会での発表の後半を大幅に改めたもの
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である。なお、これは平成 8-20 年度科学研究費
補助金研究「8 世紀イギリスにおける音楽と詩」
（課題番号 820）の研究成果の一部である。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 テクストには、スモレットの予約出版による The 
Regicide: or James the First of Scotland. A Tragidy. 
London, 9. を使用した。これは Google Books によ
り公開されているものである。
2  Lewis Mansfield Knapp, Tobias Smollett (Princeton 
Unviersity Press, 99) p. 08.
3  Knapp, Ibid.,. p. .
4  Knapp, Ibid., p. 88.
5  Robert King, English Pamphlet of the CD, Alceste 
(Hyperion CDA298) p. .
6  Christopher Hogwood, Handel (Thames and Hudson, 
98) pp. 2-2.
7  Knapp, Op. Cit., p. 89.
8 イギリス文学史では、これがイタリア歌劇の衰退を
もたらしたと考えられているが、イタリア歌劇の衰
退にはさまざまな要因があり、これだけが唯一の原
因ではなかった。
9 歌詞と音楽は、上記ロバート・キングのＣＤとその
英語版解説によった。
10  King, Op. Cit., p. .
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Handel, Smollett, and their Alcest
TAKAGIWA Sumio
Abstract
Tobias Smollett wrote two plays, Regicide and Alceste. The former was never put on the stage in spite of 
Smollett’s ten years’ efforts. Finally it was published by subscription in 1749. However, the second play looked 
more promising as the manager of the Covent Garden Theatre, John Rich, agreed to put it on the stage in January 
1750. To make Smollett more pleased, it was arranged that the music for the play was to be composed by Handel, 
and the stage sets were to be designed by Servandoni, who was a famous stage designer at the time. According to the 
contract, Handel composed the music from 24 December 1749 to 7 January 1750. Yet the play was never brought to 
the stage. The reason has never been found, and the script seems to have been lost.
Fortunately Handel’s draft has been kept and it included some of the poems and words of the play. This paper 
analyses the songs, choruses, and instrumental music which Handel composed for the play, reaching a conclusion 
that the play must have been a great work, and Handel’s music must have raised its quality of the performance, if it 
had actually been performed.
   
（2009 年  月  日受理）
